











私が甲南大学文学部に入学したのは 、 7 0 年安保の名残で学園紛争最中と言っていい昭
和 4 6 (1971 ）年 4 月である。 小中高と勉強に対して非常にいい1111減だったことが’自－身に染
みて入った大学なので 、 同じ失敗はするまいと 、 遊びはもちろんのこと 、 友達も要らない、
学生運動も関係がない 、 とにかく学びに徹しようと忠、っていた。 その点 、 甲南を選んでユ間
違いはなかった。 講義中に少しでも疑問がある と手を挙げて質問したが、 迷惑そうになさ
る先生は誰もおられなかったばかりでなく、 「後で研究室にいらっしゃし、Jと瓶かいまな
ざしを向けて下さったのだ。 私は遠rm：せずに伺った。 ある時どこかの研究室で西洋史学の













質問する と、 「もっと歴史を学んで欲しし、」とおっしゃるだけでなく、 「一 緒にHenri See 
のScienceet phi losophi e de l
’ hitoireを読もう」と言って下さった前川貞次郎先生（註
4）。 「東洋哲学Jの講義を3年連続して聴き、 「君がいるから去年のノ ー トが使えなくて
困るjとおっしゃりながらも 、 アビタソレマ仏教を中心にいろいろと話をして下さるだけで





ほどの方々に研究室で出会え 、 師事できたことは一生の幸せである。 皆一流の学者でかつ
人格者でいらっしゃった。 「一 流J 「本物」に出会えるかどうかはその人の一生を決定す
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ると言っても過言ではないと 、 教師となりやや年老いた今 、 しみじみと思、う。 私が以下に
述べる九鬼のことができたエネルギーや 、 今こうして教師としてやっていけるエネルギ ー
は総て甲南大学で出会った先生（「教授jではなし、。 私にとっては「先生jの方がずっと聞いのだ）
方から戴いたものだ。
当時 、 研究室は本館北側の7階建ての建物の31培にあり 、 研究室の和洋書と京都大学人
文研所長だった安部健夫氏の淡f:fを中心とした文庫 、 そして九鬼周造文庫が紛かlこ収納さ
れていた。:JL鬼文If官が研究室に収納されるまでの経緯については佐藤先生の文則6）に詳し
いが、 cf:［，、が文!IIIに出会ったときは 、 分散されていたものがようやくーカ所にまとめられ限
りについているが如きで‘あった。 NDC )I慎に並べられ 、 図書カ ー ドはあったものの 、 ほこり
が積もり 、 本立てがない仰！では付え倒しになっているものもかなりあった。
2 九鬼周造文庫目録刊行の経総
ある日 、 文庫にあった『「し、きJの構造』をその書名に悲かれて読み出したところ、 154
頁を一気に読了してしまった。 苦悩・煩問といった汚泥が静かに沈殿してどこまでも澄み
切った世界 、 1事I王I久敬先生｛註7)の言楽を借りれば「水晶の宮殿Jをそこに見た。 学問と美
の合体！ 私の文庫を見る目が変わってしまった。 Ecce homo！先ず佐藤先生にお願いし
て本立てを入手してもらい 、 研究室のアルバイトの方と共に本をきちんと立てていった。
次に、布Ii本嘉三君や 、 中山（｜日�'I:員刈）真紀子さん ・盛岡久仁子さん（段目）たちとほこりを払
い 、 乾し、た皮装丁の本のためにワセリンを塗り込んでいった。 右手の人差し指と中指の指
紋が2回消えた。
そうして文庫に接しているうちに「九鬼番号Jの存在に気がつき 、 どうしてもこの順番
に並へ替えてみたくなり佐藤先生にお願いしたところ 、 r I,' I,、だろう」と言うことになり 、
思い切って研究室そのものを改造することにした。 研究室の見取り闘を書き、 研究室の和
書洋舎に要する書架の数、 安部文庫のそれ、 そして九鬼文庫のそれを数えて、 それぞれの
大きさの模製を先輩の高儒仕ltさんmgJが作ってくれ 、 それを按排し 、 「研究室の洋書の問
（主に客r:riのようにf!):fR)J 「研究室の和舎のIJIJ＜主に居間］のように削II）」というこつの十数人が
集えるスペースと、 隔絶した研究机2カ所の縦保と 、 けし鬼の洋｛！；：の亨l]J 、 「九鬼の和書
の列jそして「安部文庫Jを効率的に並べることが多くの人の共同作業でできた。 更に 、
後に目録の第3部に記載されるものを収納できる大きなケースも置くこともできた。 昨日














雑誌を除いて1400 mtほどだから£1；的にはそれほど多くはないにしても 、 基本舎をきちんと




が 、 j波書にもそれがよく表れている（ある非1，＇；助抗日目iの方が、 文JilIの中に『京都の名妓』CIL鬼昨丹1




た。 その数は、 シリ ー ズものを 1 点と数えると、 約 3 3 0 点にのぼり 、 一枚一 枚新聞名と
内容を自分のノ ー トに記録していった。 日付がはっきりしているものの中で一需古いもの
は 、 帰国した昭和4(1929）年の7月29日の大阪朝日新聞の社説r＇／首裕階級の節約Jで 、
一容が「しいものは 、 亡くなった年である昭和1 6 (1941）年の1月22日の大阪朝日ffifHI京
都版の科学抑制「貴重な蛇Jである。 切り抜きはその必要な部分だけの場合や印が付けであ
る場合は分かり易いが 、 ページのままで目的がわかりにくいのも多かったが 、 不思議なこ
とに新聞の方からこれだと教えられたように思う。 多いのはやはり九、きjと偶然に関す
るものであった。 中で特に印象的な切り抜きは 、 九鬼の父降ーの病状が悪化して亡くなる
までの記事を丹念に残していたことだ。





原稿作成は 、 英文タイプライターも使い、 研究室の図書カ ー ドとの照合だけでなく、 最
後の段階では 、 昭和1 8 (1943）年に旧制甲南高等学校に運び込まれたときに作られた目録
（五料、紙にタイプで l ffff 1 行で打たれた簡単なもの。 「 JL鬼若干号」はこの時に絵Jillのために付けられたも
のかも知れなし、。それでもNOCよりは文Jili全体の持っている性情特徴をよく出していると思う） を図書館
から借り受け 、 それとも照合しながら進めていった。 その旧目録にありながら現存しない
ものについても 、 ひょっとしたらー カ所に集めるときに漏れているものもあるのではない
かと、 :;!:l：名を手がかりに図書館本館だけでなく 、 ｛也の研究室も探させていただいた。 そう
- 73-
いうことをしていると「これも九鬼文庫のものではないかJ と見つけ出して下さったこと
もあり 、 結構多くの本が見つかった。 逆に本来九鬼文庫になかったものが数IIIJ-混じってい




けになって 、 天野先生からは、 手元に持っておられたリッケ／レトのブロンズ像とカントの
三批判書の初版本及び九鬼の山科邸の茶室に掲げられていた「詠帰 j の扇額等が、 1撃潟先
生からは 、 天野先生からの指示もあり 、 当時京都衣笠鏡石Utfのご自宅にあった柳行李 一杯




ようやく昭和5 1 (1976）年2月15日、 九鬼が存命ならばi前88才の誕生日に完成した。
日本印刷は1000 lllrの他に黒皮装 rを5!Ill-と 、 紙型は保存できないということで真っ白で光
沢のある厚手の紙に印制した紺布装丁の複写用の1 IHJ-を無料で‘作ってくれた。黒皮装丁は 、
天野先生・滞潟先生・佐藤先生・研究室そして私が1冊持っている。 目録は通し番号を付
け、 国立国会図書館を始め 、 全国の大学図書館
’
ならびに哲学研究室に無料で郵送し、 希望




ったようだが、 「背春J が「代官1lliを求めず他のために行動で句きるH寺期」とすれば、 「かれ
の青春の記念碑 j と佐藤先生が記して下さったのは蓋し至言である。ところが大学当局は 、
これも佐藤先生の提言によるものと思われるが、 彩、の労に対し現金3 0万円で報いてくれ












私は大学に入ってから 、 上記の諸先生方の影響もあり 、 奨学金や家庭教師で得た収入の
ほぼ全額を本代に�’やすほど本が好きになった。 でその目録完成間近な時に一番欲しかっ
たのが実は『九鬼周造全集』である。 もっともっと九鬼の文章を活字で、読みたかったので
ある。 そこで 、 友達に車を運転してもらって、 衣笠の津潟先生のお宅に前述の九鬼の講義
ノ ー トを受け取りに行った帰りの車中で、 先生に全集を作っていただけませんかとお願い
したところ、 「君は一 体僕が『現代プランス哲学講義』1 Hlfを作るのに何年かかったと思
っているのだ」 とけんもほろろで取り付く島もない様子であった。 それまで「フランス留
学とかドイツ哲学ではなくて「哲学そのものJ はあるのですか」 などと質問し、 初対ffi と
は思えないようなム ー ト
ー




た。 その手始めに編集担当の合庭惇さんが研究室に来られ、 講義ノ ー トを点検の上、 社内
で検討したいので全部の コ ピ ーを2部欲しいと依煩され、 私が大学の コ ピ ーセンタ ーに運
んで処理してもらい、 2 5 万円ほどの請求書と共に送ったように記憶している。 コ ピーが
「ゼロックス」と呼ばれ 1 枚3 0円の時代である。ちなみに「青焼き」は 1 枚10円だった。
全集刊行が正式に決まり 、 岩波書店からは編集部部長の竹田行之さんが著作権等の法的
なことも含めた総責任者としてこられ、 担当者として合庭さんと布Ii ；沼マサ子さん 、 編集委
員として天野先生. i新潟先生・佐藤先生が決まり、 私はどうしづ立場で参力日するのだろう
と思っていたら 、 「編集協力Jになった。 当時 、 l主総他i.l:Gを問わず幾人かの編集委員候補
の名前が上がっていたそうだが 、 天野先生は例外として、 編集会議に常に出られることを





結局その意見が認められた（蛇足ながら 、 新九鬼全集があり得るならば、 rm字新仮名づかし、Jでよ
いように恩われる。 理由は、 九鬼の思想がもはや庇史を超えているからである）。 またね、の｛st筈rj/土 、
講義ノ ー トを活字にできるように起こすことと、 「解題」 の下原稿を作ること、 及び校訂
になった。 そして、 昭和5 5 (1980）年 、 岩波書店恒例の元旦の新聞 一 面広告を見たとき、






は “ 野球殿堂入り” されたときの大きな楯である。 先生は目録刊行を喜んで下さり、 「自
分が文部大臣の時に学校給食を始めたがあれはよかったと思っている。 あの原点は甲南に
ある」 「（これからの大学の理念としてどうし、うものを考えたらいいですかの問に対して）留学を学べ 、





た。 その後 、 私は2度個人的に伺った。 いろいろと質問もあったが 、 一 番のねらいは「九




で靴べらをお持ちになって 6 5 才も年下の私に差し出されたのであった。 弔問に訪れたと
き、 お宅の玄関でその靴べらを見つけ 、 「これを下さい。 家宝にしますから」とどれほど
言いたかったことか。 ご葬儀の帰り岩波書店に寄った。 潔潟先生と佐藤先生は縁川社長の
車で、 合庭さんと私は電車で社に行った。 社長室で 、 先日亡くなった岩波雄二郎氏に紹介
されると共に 、 改めて社長から全集のことをよろしくと言われた。 雄二郎氏は物静かで、大
きい人だった。 メロンと紅茶が出てきたのにはj慢し、た。
全集第2巻『偶然性の問題』が昭和5 5 (1980）年 1 1 月に第 1 回配本となることが決ま
ったH寺 、 私はそれまで3年間勤めていた高等学校の専任税制iの職を僻して 、 H寺聞に余俗を
持てる非常勤講師になった。 全集の仕事は、 深潟先生で、さえ 1 llllの『現代フランス官学講
義』を作るのに4年ほどを要したのだから、 片手間にできるわけがないのである。 私は既
に結婚をしていたが 、 ある意味で背水の陣を敷いて臨んだのである。 見かねた津潟先生佐
藤先生は岩波書店に交渉して下さったようで、 「編集料」の名目で月 1 0 万円を受け取れ
るようにして下さった。 もっとも税金を号｜かれて手取りは9万円であったが、 とても助か
った。
I宰潟先生の記録によると 、 編集会議は 6 0 回に及んだ。 場所は主に研究室だったが 、 数
回はj翠潟先生の甲子闘のご自宅を使わせていただいた。 ある時の午後 、 私が「九鬼先生の










う、 概要をZ書いて提出するようにとのことで、 安心して作業に没頭し、 年末に刊行済みの
本を添えて、 原稿起こしや解題作成のこと 、 校訂の具体的なことなどを書いて出したが 、







編集の具体的なことにも触れておきたい。 まず「ノ ー ト起こし」であるが 、 :IL鬼のノ ー
トはそのまま講義で読まれたと思われるくらいきちんと書かれている。 利回先生が「大学
の誠義はそのまま本にならなくてはいけなしリと言われたことがあったが、 まさにその通
りである。 基本的に見開きの右ペー ジを使いぺン書きである。 書き慣れてはいるが見間違
うような字ではない。 それは欧文和文両方について言える。 背や赤の色のアンダー ライン
を使い、 分かり易い。 この辺りにも九鬼の頭のシャ ー プさがよく出ている。 活字に組むに
当たってできるだけこの雰聞気を出したいと思ってアンダー ラインの工夫をしたつもりで
ある。 「ノ ー ト起こしJの原稿は岩波がコピーを取った2部の中の1部を用いた。 残りの
1部も岩波から私がもらって現在は文庫に入れてある。
「角平題」については、 合庭さんは筑摩書房版『森有正全集』のそれのようなものを希望
しておられたが 、 一読 、 私には無理だと分かつたので 、 できるだけ思い入れなどを掛除し
て正確なデー タだけを記しておこうと考えた。 岩波の 200 字詰原稿用紙に書き、 編集会議
でそれをたたき台に手を加えていった。 但し 、 6 ～ 8巻については、 私は書いていない。
「校訂」についてはやはり時間が掛かった。 既に活字になっているものとの校合は手沢
本もあり 、 慎重さを失わなかったら難しい作業ではなく、 手書きのものも字は慣れれば読
みやすく 、 九鬼が引用している本はほとんどが文庫にあるはずなので、 もっとスム ースに
事が運ぶものと思っていたら、 そうはうまくはし、かない。 ペー ジ数しか舎かれていなかっ
たり 、 号｜用書が見つからなかったり 、 あっても前記のtoutのようなことがあったり 、 側
外の記述が本文の何に関係するのか分からなかったり 、 という細かいことから、 以前のノ











あってはならないそうだが 、 九鬼に情熱を傾けて仕事をしておられたようだ。 私淑という











予定の 112和 5 6 (1981）年1 0 月から 5 ヶ月遅れの翌年 3 月にずれ込んでようやく完成し
た。 最後の第9巻・第1 0巻・別巻の3巻は大変難しく 、 しかも編集者の方も出版社の方
も妥協しない人ばかりなのだから仕方がない。 特に基礎となる原稿起こしで手間取ったの
だから私の責任は大きかった。 それでも、 岩波書店は、 京都の祇闘の「五十嵐Jというと
ころだ
‘
ったと記憶するが、 打ち上げをしてくれた。 岩波からは竹田さん、 合庭さん 、 柿沼
さん 、 こちらは編集者3人である。 1L鬼ゆかりの「ーカ茶屋Jでとわれわれ編集組は半分
冗談半分本気て‘言っていたのだが冗談の方に決した。 極めて和気鶏々とした中で食事を終
え、 「また九鬼の同窓会をしましょう」と言って別れた。 全集初版の出版部数は4500部ほ
ど 、 また 、 著作権は中西家にあるが 、 編集権は編集者にあると間し、ている。
また別に、 f新潟先生ご夫変．が 、 3月3 0 l:lだ
ー
ったと思うが 、 佐牒先生ご夫姿と私どもの





｜怒りて行かれるのをちらつと見ると手をつないでおられた。 何とも微笑ましいシ ー ンであ
ったが、 それがお元気な奥傑を拝見した最後になってしまったのはとても残念だった。 先
生の『わが師わが友』（経済往来社 この本の I思師 4 九鬼周造先生に先生の九鬼に，i，して：；！｝
かれたすべての文章がまとめられている）の庁－に「私に八十才の鈴を得させてくれた亡き妻Jと
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あるが私はそのー コマを見たことがある。 佐膝先生が中国に行かれていて 、 私だけが先生
のお宅で編集作業をするために伺ったとき、 普段忙しい奥様がたまたまご布宅で、 私にお
fitと和菓子を出して下さった。 そうしたらそれを見て先生が奥様に「ねえ喜代子、｛尖もい





年を超え、 感慨 一入である。 この度この抗l\文をおくにあたり、｛左牒先生や1事i�先生の11］速
のご文章を再読したが、 制かし、ところで簡!l曲目があり気になるが、 どれが真実なのか芥川の
「磁の中」のようになって申し訳がないと思う。 また、 出来事の前後関係・時間関係が、
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大学名誉教疑。岩波文庫の『古代への情熱 ーシュリ ー マン自伝』の観訳で有名だが 、
エ ー ゲげ正文明 ・ ギリシャ美術（特に査）の第 一人者。 著書『エ ー ゲ文明の研究』『ギ
リシャ美術』他多数。
4 明治4 4 (1911）年生まれ。 平成1 6 (2004）年残。 旧市lj第三高等学校・京都常国大学
文学部史学科卒。 京都大学名誉教佼。 京大人文研の共同研究で 『ルソ ー研究』に参














ておられた。 だから安心して3年｜尚も講義を受けられたのだと思う。 （おI酋が好きで 、




7 明治3 7 (1904）年生まれ。 平成7 (1995）年残。 旧制第三高等学校・京都帝国大学文
学部哲学科卒。 大阪大学名誉教授。 日仏哲学会名誉会長。 商回幾多郎の晩年の弟子




知らない。 （初めて甲子闘のお宅を紡れた時 、 応援1/IJに通され、 「ちょっと待っていて欲しい。
これでもあLんでいたらし＇＼、jと波されたのがf教綬会記録Jとか題されたものだった。 「こんな
ものを読んでも良いのですかJと聞くと笑っておられた。 仰を外されたので恐る恐るあけると 、
なにやら紙と鉛筆で拙かれた線図であった旬 にこやかに戻ってこられた先生にllflくと 、 教授会で
配られた紙の裂に拙かれたものらしい。 それが後に『j杉』という表題で自費出版されたご本の原
本だったのである。 先生にはそういういたずらっぽいところがあった0 )
8 3人は大学同期！の人たち。 柿本君は現在奈良でソl、学校の先生をしており、 中 Jtiさん
は2児の母。 豊田さんは阪神大反災で残。
9 現在姫路樹協大学教授（倫理学）
10 明治1 7 ( 1884）年生まれ。 昭和 5 5 (1980）年波。 旧tt,1J第 一高等学校・京都帝国大学
卒。 京都帝国大学名誉教授。 旧制甲南高等学校校長 、 一 高校長を歴任。 日本学生野
球協会会長・ 日本育英会会長を経て 、 吉岡茂総理大臣に文字通り三顧の礼を以て第
7 2代文部大臣として迎えられた。 その甲南に赴任するに当たって、 1L鬼周造旧l波
書を甲南にもたらされたのである。
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